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ば、島都は飛躍的に日本帝国内の重要 市となっていったが、それには「満洲事変を内在化する」ことが必 なステップであ 。満洲事変と島都の発展は一見すると無関係な二つの事象であるが、まさにここ おいて興味深いつながり 生じてくる である。　
本論文は最初の二節において、 『台湾日日新報』の満洲事変関連






中葉・乾隆朝以降、大豆の生産地として、綿花の華中、砂糖の華南と鼎立していた。ここには、もともと暮らしていた満洲族 モンゴル族及びその他の少数民族 清末 開禁後に進出してきた漢民族移民以外に、一八九六年の清露密約によってロシアが中東鉄道開設の権利を獲得して以来、鉄道都市哈
ハルビン
爾浜を中心に、ロシア人、ユダヤ
人が押し寄せ、東欧、北欧地域 民族も入ってき いた。一九〇五年の日露戦争終結後、日本はロシア 租界であ た旅順、大連及び長春以南の南満鉄道の経営権を引き継ぎ、関東州と南満洲鉄道株式会社を設立した。一九三二年 は「満洲国」が成立し 日本 勢力が急速に拡大していく中で、台湾人も東 地域と関係してくる。本節では十五年戦争の始まりである満洲事変勃発後、台湾において、この事件の報道 熱心であった台湾総督府の官製メディ 『台湾日日新報』の満洲 を概説する。　
一九二八年の皇姑屯事件以降、中国東北は時代転換前の多事多難
の時期に突入した。張作霖が暗殺された後、田中義一首相独立」の宣言を要求するため特使 派遣 が 張学良に拒絶された。一九二八年一二月、張学良 北洋政府の五色旗を国民政府の青
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いう言葉が初めて台湾のメディアで使われ、そ 後固定した用語となる。一〇月四日に台湾軍司令部が発表した「満洲事変の原因」は日本語版と漢文版の両方に掲載され、台湾軍と総督府の立場を初めて宣言した。この宣言は遠因、近因、直接的原因動機という三つ面から「決 て事変 突発した其の時に起きた問題にあらずして其の由て来る所は頗る遠く深く且つ複雑して居」り 中国人の「排日侮日」の諸事件の結果であり、事変後「支那側は頻 に荒唐無稽の説を流布し却つて原因を我軍に転嫁せんとしつゝあるも確証に優る事実なく
（
4）」と説いた。その立場は基本的に日本政府と一致し、独自











した際、一一月一三 に神戸港に入ると、島内の事情を取材する内地のメディアに対し、まず東勢郡管轄下 原住民が警察駐在所で起こした殺人事件につ て説明し、その後、満洲事変に言及して「満洲事変は誠に遺憾であるが 島内への影響はない。在台華僑は本国内における排日 影響 通商 不可能となったため、国内の不安定を嫌がり帰化を希望する人が多い」というこ だけを語っている
（
7）。
この時期、満 の主要都市を相次い 占領した 軍は、満洲事変後に遼寧省錦州 移駐した張学良軍への攻撃を計画 てい 。しかし、台湾総督府の主要関心事 原住民の抗日反乱事件であっ 霧社事件から一年を経た台湾各地 原住民 動向に った。この から満洲事変後、台湾 中国人社会はなお安定 保ち 当局 困らせる情況は出現 ていなかっ ことが分か 。　
一九三七年以前には、台湾の各メディアは満洲に記者を派遣して









ニュースソースと報道内容から見ると、台湾の満洲事変関係報道は主に内地の日本政府の立場に応じ 内地あるいは満洲の日本人 経営する新聞の言論を伝えるものであっ 。国際ニュース 記事の多くは、実際には日本帝国 植民地、国際連盟委任統治領、傀儡政権、日本軍占領地区など諸「外地」の新聞報道であった。　
日本の内閣、陸軍省、 『朝日新聞』及び満洲地域の日本新聞の論
調が、当時の台湾の新聞の満洲輿 の方向を決定した。満洲 、関東州、華北、上海あるいは熱河・綏遠・察哈爾など 隣接地域の重要な戦況 時事ニュース、国際社会の動向及び事変 対する日本の内閣及び軍部の声明や情勢分析が 当日あるいは翌日には漢文版に翻訳・転載・略述された。一九三一年一一月末から『台湾 日新報』は満洲の戦況写真を掲載し始め、一二月には「満洲事変画報と題して、各地で活躍する日本軍の勇猛ぶりや戦没者 写真を掲載し（
10）、それらが一面全体を占める日もあった。戦地の写真が掲載され









映像と事変関係の映画や『台湾日日新報』は、台湾民衆が満洲事変、満洲関係の情報を知るための主な手段となってい た。台湾の立場と見解を前面に出さない「転載型の報道」 、 の新聞の満洲報道の最大の特徴であった。しかし、それらも台湾軍の視点と的な視野が加わることにより、徐々に変化していく。一九三三年九月一八日に、 『台湾日日新報』 各面に首相、関東軍司令官、陸相、外相、侍従武官長、台湾軍司令官の発言が掲載さ た。このう
ち、共存共栄、 「日支」親善、王道楽土、東洋の永久平和などの論調が台湾軍司令官談話に見られる。台湾軍司令官松井石根中将は満洲事変を回顧し、 「日本同胞が流した赤誠の血は満洲国独立の果実を実らせた」 、 「東洋の永久平和は世界平和の基礎である」 、満洲事変及びその後の発展は 天意天命」 基づい 「天業恢興」の「大精神」の表れであることを強調し、島民はこのような精神を保持し、帝国の「一視同仁」の治下で 南支地方」
（南中国）
における





































する。九月初頭、東京において駐日満洲国大使館が率先して帝国内におけ 最初の満洲事変記念及び承認祝賀会 開催 た。当 、日本在郷軍人会は満洲各地で演習を行
（
19）、日本本土、朝鮮、台湾と中
国の占領地域、広東においても、同時に盛大な記念活動が行われた。記念特集を組み、満洲事変に対する政府の見 、時局との関わりを宣伝しようとしたのがこの年の報道 特色である。特集「満洲事変の真の意義」は台湾総督府情報部副部長 あった荒木義夫によって書かれ 「東亜の東亜！
　
民族解放の聖戦」 、 「新秩序の建









隊長乗馬突撃に散る」 、 「敵兵は常 十、廿倍
　
事変が共栄圏建設の











変と日中戦争は、満洲に対する国際連盟の処置、米英が日中戦争において日本に圧力をかけるなどの点において、関係づけら これらの言論が示しているように、太平洋戦争直前に台湾政府は満洲事変記念行事の教化性を拡大し、満洲事変そのものから長期化した日中戦争、米英と 緊張関係などの当面の問題に焦点 移そうとした。このような議論の中で、満洲事変は日中戦争の先駆と見なされ、その後に起こった日中戦争とともに、東亜民族解放 聖戦 おける連続した歴史 件として理解された。　
一九四二年、満洲事変十一周年の際には、すでに太平洋戦争が始
まっていた。一九四一年一二月に日本軍に占領された香港が、初めて満、日、台、朝などで 記念行事 参加した。九月一五日 「
洲国承認記念日」には関係する報道が出現しており、満洲国では、溥儀皇帝が自ら十周年慶祝式典に臨み、国務総理張景恵は「懐旧」という言葉を使って「匪賊の地は今やすでに王道楽土となった」と説いた。朝鮮では、満洲事変当時、 東軍参謀長であった朝鮮総督小磯国昭が、 「満洲国の今日の盛栄は共栄圏の指導原理を証明」したものである 述べた。この他、同じ紙面に南京汪精衛政権の「清郷工作」が順調に展開され、大東亜省官制がまもなく通過ニュースが報道されてい
る（
21）。それまで日本帝国が画策して各植民
地、占領地に強制してきた満洲事変記念日は いまや「大東亜共栄圏」共通の祝日ともいうべ 状況になっていた。蘆溝橋事件 真珠湾攻撃後、 「世界史的意義」から情勢の変化を見るという当時流行の視点は、 「満洲事変の世界史的意義」 談話 通し 、満洲事変に対する政府の評価として表れた
（
22）。記念日関係の報道は一定の
紙面を占めてはいたも の、満洲事変自体に関しては「満 に感謝」 、 「盟邦の発展を慶祝」などの短い言葉が見 れる程度で、 「大東亜共栄圏の確立」 、 「世界新秩序へ 邁進 、 「恤兵献金」 全島必勝決意を激発」など当面の課題に集中するようになっ い
（
23）。一
九四三年以降の数年間は、満洲事変という単語がほ んど新聞記事に現れなくなり、事変の記念活動も報道されなく 。太平洋戦争中、日本軍はマレー シンガポール、フィリピン ビルマ、インドネシア ベトナムを陥落させた後 戒厳令を布く一方で、 「白人植
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力的に「満洲事変記念日」の報道を続けた台湾メディアであり、 「台湾人の代弁者」と呼ばれる『台湾新民 』はそれに 及ばない
（
30）。八





の都市もそれに劣らず、基隆市では防空演習と新兵器展示を行い、台中市の郷軍、青年団それに学生は連合して「北大営戦争模擬戦」を行った後、六千人からなる行列で神社に参拝した。台南市では警備演習を行い、屏東連隊が応援の飛行機を派遣し、行事が終わった後市内で行列を行った。宜蘭庁では演習後、宜蘭神社に参拝し、各小学校、公学校が慰霊祭を行った。台東街も慰霊祭を行った。報道を見ると、九月一八日当日に主要都市ではすべて早朝演習、市街列、神社参拝 慰霊祭などの 事が挙行さ 、夜には事変講演と事変映画上映会を開いていたのである。　
台湾の各都市のうち、 「島都」台北の記念行事は最も盛大であっ





































た。屏東飛行連隊は野外飛行演習を行った。台湾愛国号四機が全島を巡回し、屏東から嘉義、台中、新竹、台北、基隆 どの主要都市を訪問飛行 た。台北 新竹 彰化 鹿港 嘉義を経由して屏東に戻る経路であった
（
41）。一八日夜には島民が「常時記念し、時局決意及










































湾支部、守備隊司令部、飛行連隊を中心とする団体が、例年通り各種の活動を催した。この年の行事のポイントは、青年団員を中堅とする過去数年の記念演習で積み重ねた経験によって、 「台北市防衛団」や全台各地の「防衛委員会」を組織し、記念日当日に全島で結団式を行ったことである。 「輝かしい南方生命線」がこの年のスローガンであり、 「文武一体 官 一致 の防衛精神を発揚するため、市街攻防戦が各都市の恒例行事となってい
た（
51）。全島で国旗掲
揚、防空救火演習、航空常識に関する講演も重視された。こ 他、軍飛行機による都市訪問飛行の規模はさらに拡大し、爆撃機中隊戦闘機中隊 合計九機が異なるルートで各地 訪問し、台湾全土の都市及び離島の住民に、望見、追いかけ、そして歓呼 機会を与えた。　
以上をまとめると、日本政府、陸軍省は東京、新京という二つの
首都を軸に、 「満洲事変記念日」を台湾、朝鮮、中国の占領区に拡大し、 「東亜の共同記念日」に置き換えようとしたことが分かる。台湾軍司令部、郷軍台湾支部とその他の関係団体は、具体的に「満洲事変を忘れるな」 、 「台湾防衛の強化」という趣旨を貫徹させようとした。最初の事変映画の野外上映、千万人の慰霊祭、旗行列、神社参拝から、北大営模擬戦 暗黒五分間の記念 夜、集団黙禱 国旗掲揚、市街攻防戦、消防救火救護演習、全台防衛団 結成 通して、満洲事変は外部の傍観事件から内部の身体経験へ 化していった。身体五感に訴える集団演習によって「事変を記憶 させようと台湾人を動員し 事変の模擬と復 を通し 、 が侵略された場合の危機感 作り出す。 「満洲事変を契機」に国防意識と動員能力を高めることが 台湾総督府の「満洲事変記念日 活動の趣旨であったといえよう。　
輝ける九月、神聖なる「九一八」が近づくと、児童から青、中、



















念日は一種の祭典となった。事変は冷めることなく、海を渡り、南の島で再燃した。帝国の領有地の中で、 「満洲国」を除いて最大の中華 土地である台湾に対し、台湾 統治者は意識的な精神教育によって、植民 民衆の対満洲輿論と満洲認識を導いた。特定の報道と輿論のもとで、満洲事変の台湾における在地化 促し、それを島民の常識と感情の中に導入す こと おいて、満洲は幾らかの役割を果たした。台北市は全 の都市防衛システムの中心となり 東アジアの中で攻撃される可能性が高い都市 一つであると宣伝され国防の色彩が濃厚 なった。三〇年代初期にはメディアが注目する島都の議題が文学作品に投影され、満洲を題材とする作品も現れた。これらはすべて「満洲内在化」の連鎖反応 っ　
一九三〇年代初期の日本の政局は極めて不安定であった。三二年























る「カフェー満洲」から始まる。連載第一回は、 「満洲国へ行つてルンぺンになつちや、困るでせうが、カフエー満洲なら、大丈夫よ」と書かれ、また旧暦五月一三日の「大拜拜」にも触れられていることから、具体的 日にちは一九 二年六月一五日であることが分か 。一九二八年六月四 、北洋軍奉系軍閥の首領張作霖が乗った北京 ら瀋陽行きの特別列車が 早朝に東北 が運営する京奉鉄道と満鉄線が交差する皇姑屯附近を通過した時、関東軍が埋めた爆弾により爆破された。田中義一内閣は張作霖爆殺事件に直面したが、事件の処理過程においてさまざまな問題 誘発 ため、一九二九年七月に二年あまりで辞職した。その次 濱口雄幸内閣が登場した。　
一九二九年は世界経済大恐慌が始まった年である。一九三〇年に












縮政策、金輸出解禁に伴い、台湾の経済 日増しに困窮していた時期に重なる。作者は市内銀行員の言を通し 、台湾金融業もその影響を受け、融資需要の増加、借金の回収困難などにより疲弊 ていく事実に触れてい
（一三─一四頁）
。小説は「カフェー満洲」の開
業時期を一九三二年春に設定している。 「満洲国」と同時 誕生たこの舞台 借りて、作者は皇姑屯事件、東北易幟、 「満洲国」建国、満洲国承認問題を反映した小説を書き上げ 台湾で 「満洲ブーム」を引き起こした。と同時に、普段 台湾人の会話と付き合いを通して 東アジアの政治経済情勢の変化がもたらした台湾 社会経済問題、そして一家の興亡と個人の喜怒哀楽を描いた。　
小説は、この二階建てのカフェーに結婚の悩みで友人に助けを求





















　「宮中の貴賓、政府の国賓として」 「謝外交総長の」 「接待方法決定」と、初、一、二号といふ順に活字が三行に列べられてあつた。更に五号活字が　「来る○○日来朝する満洲国特使謝介石氏の接待方法に就いては宮中の貴賓として待遇し その後政府の待遇を国賓とするに決定、 内、外務両省 打合中の所○日
　
天皇陛下の御裁可
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てすし詰めにな ていた。そんな中で乗客同士が乗り換え 際に出会い、更に交際を深め く物語も増えてきた。夜九時半の終バスは市民の移動と夜間生活の延長に大きな便利を提供し、女性車掌は愛想がよく、 「乗客第一」のサービスは、言 争いが絶えない鉄道の駅とはまったく別の世界であった
（一三七─一三八頁）
。バスを降












































ているにもかかわらず 中上流家庭の結婚が相変わ ず家父長によっ 決められていた
（
64）時期に、二人の運命的な女性と出会うことに
なる。彼と関わった二人のヒロインは、いずれも萬華の名家 出身で、一人は公職にある士紳陳太山の長女「陳鳳鶯」であり、一人は太平茶行を経営する巨商楊文聡の娘「楊秀惠」であった。鳳鶯は「萬華一の美人」と称され、台北第三高等女学校の出身で、毎日家で読書や裁縫をし、新聞、 『国王』 、 『富士』 、 『主婦之友』など 大衆雑誌や長篇小説と映画を通し 外部社会 接する現代の女性であ
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173
り、秀惠は公学校を卒業した後、高等女学校に一年しか通わなかった断髪洋装の現代女性であり、上海のモダン女学生のように、女中に伴われて繁華街でショッピングを楽しんだりしていた。　「カフェー満洲」から家に帰ったその夜、金池は「恋愛至上論／恋愛結婚論」を唱えて媒酌人と父親に反抗 、陳家との婚約を断った。翌日、彼は城隍祭の十万人の人ごみの中で ある女性 足を踏み、その女性に一目惚れをし しまう。台湾 はめっ に見かけないそのファッショナブルな「台北の女性」に深く魅了され 初恋に落ちたのである 実は婚約を断った女性とは、一面識が その優雅さと教養 高さが深く金池の印象に残っていた鳳鶯であった。しかし、彼はそ ことに気がつかず、一目惚れした秀惠 、台湾上流社会の習慣に沿って、 「先に婚約 次 デート」という形でデートを始めた。金池は相手 浅薄、そして二人 価値観 齟齬に直ぐに気付くが、双方の家庭の体面を考慮し、やむを得ず苦々 い気持ちで婚約を果たし 婚礼のニュースは直ちに『台湾新民報』に掲載された。　一九三二年九月一六日の同じ日、同じレストランで、二つの豪華




























作家は、この外来の文学形式を台湾化する 当たってどのような視野と認識を持っていた であろうか。小説の叙述はどのような特徴を持ち、そこにど ような社会観念を潜ませてい のか。いずれも検討に値する問題である。前節において 島都の風俗を再現した場面のいくつかを紹介したが、本節ではその「市民的」大衆小説の意図、独特の「時事進行式」の叙述方法を考察することにより、島都の描写と満洲事変との関わり及び通俗的恋愛を超えた奥深い内容について検討する。　
小説は、台湾人が住む主な台北市市街の産業の伝統と士紳の特徴
に触れ、日本経済が低迷する中 あって、内地を第一にして植民地の利益を犠牲にする政策 台湾本土の資産階級が日増しに衰退していく苦境を描写して 。筆者は筆 赴くところ 複雑な運命と縁のほかに、目まぐる く変化する国際情勢、満洲事変がも ら た
満洲の内在化と台北描写
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戦雲、緊張を増す日米関係とそれに影響された台湾の金融、貿易、農業、市民生活などのすべてが間接的 、都市に住むこ 中上層の青年男女の運命を左右していることを示している。島都の流行を描き、社会現象にも触れ、フィクションに富む物語の中に社会問題に関する著者の議論を組み入れ、 「教え よりも楽 む」という叙述の形式は、ロマンチシズムと風俗史を兼ね 日本の大衆小説の特徴と類似している。しかし、新世代の恋愛 考現学」的な都市風俗、新旧世代の士紳群像、 『台湾新 報』の記事主張と符合させ、市民性と時事感覚 創出にウエイト 置いたことは林煇焜の独創であり、それこそが日本 新聞小説を台湾化する試みでもあった。　
一九二〇年代には、台湾人による新聞は台湾では発行が制限され
ていたため、 『台湾新民報』はまず東京で創刊され、少なからざる困難を乗り越えて 一九二七年末から台湾で発行するように り一九三二年四月には日刊の発行許可を得た
（
68）。同年四月一五日に掲載




代を画する」発展を実現し、本土の日本語新聞にも載る小説の登場を可能にした。　『争へぬ運命』が描写した豊かな社会的現実を見ると、作者の社会に対する観察力は鋭く、新聞小説と単行 小説との根本的差異をふまえ、時代の発展とともに読者大衆の実感と読書 趣味に訴えるべく、とりわけ特定の属性を持つ台湾読者 ニーズをいかに満たすかを、作家林煇焜がよくわきまえていたことが分かる。台湾人本位の新聞において新聞小説ブームを切り開 ことは、決して作者個の関心にはとどまらず、様々な経営戦略 試みよう する台湾新民報社 でもあった。言い換えれば、台湾人新聞の飛躍的な発展が、さらに東京から台北に転勤して編集総務と論説委員を担当し、林煇焜と親しく付き合ってい 呉三連が、台湾人的な特色を持つ小説を構想する段階で、林煇焜 一定の影響を与えた があ 。　『争へぬ運命』は、 『台湾新民報』が日刊として発行され始めてから最初に掲載された新聞小説である。連載が終わると新聞社は単行本を出版し、著名な画家塩月桃甫が表紙と装丁を担当 た。単行本が上梓された時 呉三連は謝辞において、 「この小説 文章 筋そこに現はれた思想等 対し相当議論もあろう
（
70）」と述べている。林煇
焜も連載中にわざと事実 反するような場面を交え、読者の注目を引こうとした事実に触 。林煇焜は次のように書いている。 「小生は、作者 てで なく、一台湾人として全台湾の同胞に云ひた
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罪実録小説 書いて女性読 の歓迎を受けた牧逸馬の連載小説を映画化した作品であり、 『海燕』は小島政二郎の作品で 同じく『朝日新聞』に連載され、人気を得た大衆 説である。二つの作品はそれぞれ一九三二年三月三一日 一〇月二 日に初めて台湾で上映された。 『台湾日日新報』文芸欄は 上映当日にあらすじ キャスト、写真を載せて宣伝
（
74）。帝国域内の主要都市で上映された日本








覚の鋭さを発揮し、物語の中でも時事問題にしばしば触れ、 『台湾新民報』の社説と呼応させている。この手法は「時事進行式」の叙述モデルとなっている。これは「この小説 文章 筋そこに現はれた思想等に対し相当議論もあろう」と う呉三連の発言を裏付けている。議論に値する議題を小説の前面に出すことを意図しており更に言えば、これは作家が「台湾を題材に、日本語 小説を書く」ことを実践するための手段でもあった。林煇焜の 時事進行式」の叙述方式は、すなわち登場人物の時事に対する議論を通して、恋愛や感情、青年の社会化というテーマからより広いテーマへ 拡大していき、国際情勢や台湾の社会議論に言及 、それ 『台湾新民報』の時論に符合させ、それを通して満洲事変 もたらした東アジア社会の変化と同時代の台湾植民地社会の問題点を描くもので った。その中でも重要な問題であった知識青年 進路、台湾米穀 移出問題、農村救済などについて、実例を挙げて説明していく。　
まず、知識青年の進路に関していえば、小説の第一、二、三、五











の回で、公職にある士紳陳太山が総督府の特産課日本人課長に窮状を訴える場面が描 れている。職務報告のために東京に戻った課長は中央政府に、台湾米穀移出制限が台湾の小地主 ひど 影響を及ぼしていることを訴えた
（二六八頁）
。一九三二年五月に実施され














他、組織的な運動を企画し、 「台湾各界の民衆を糾合し、内外の輿論を喚起し、要人を訪問し、代表を上京派遣させたりするなどの手段を用いて所期の目 達成 なければならぬ
（
81）」と主張した。また、
七月一七日には「台北米穀商組合」が全島 各街庄長を招い 全島大会を開催し、反対宣言を行った。同年夏 は全台湾の「台湾米移入制限反対同盟会」の上京請願や対策研究会の開催についても、多数報道されている
（
82）。
　『争へぬ運命』は、台湾米移出と統制問題については軽く触れているだけであるが、登場人物の議論を通して、一連 政策 台湾社会の高度な関心を呼び 島内の士紳が奔走 総督府の役人と連絡



































ひっきりなしに変化する植民地社会の矛盾と、満洲事変という時代背景の要素もその中に働いている。新聞 社説 社会記 は情報と背景的な知識を補充 、小説『争へぬ運命』で深く論じられるこのなかった社会問題について、読者に連想、理解 きる共通基盤を提供した。発表の場である「台湾人新聞」と、小説の内容である「島都記述」は、互いに補完し、想像し合う脈絡になる。つまり、小説に言及され 社会時事が、掲載された新聞 批判的な言論 役割を想起させてく る 『争へぬ運命』の「綿の中に針を す」ような「潜在輿論」の効用は、満洲問題において、もっとも力 発揮した。次に、 「事変の無意識」と「満洲輿論の間テクスト性」う二つの角度から検討してい 。　
まず、小説を書いた当時の作者は「事変に対して無意識」であっ



















ど大きなものでなかったならば それに影響されてもともとの構想を変更することはなかったであろう。しかし新聞小説 スタイルを取り、満洲事変を「前景」ではなく「背景」に て、新人作家 して無意識的に時間、事件、概念を倒錯する小さなミスを犯してまった。作家林煇焜がどれほど「満洲事変」 、 「満洲国建国」 、 「国際連盟処置」などの時事に衝撃 受けた を窺わせてくれる。満洲事変を島都の記述と結びつける実験 行っ 新聞小説に時間的錯誤が見えるところに、満洲事変が台湾人の社会意識の中にどれほど浸透していたかがよく証されている。　
次に、小説の中の満洲という素材と、台湾人新聞 満洲輿論との
間テクスト性を論じてみたい。 変発生当初 『台湾新民報』は「満洲事変」のことを主に「九一八事変」と称していたが、後に次第に と う言葉 転換していった。 「満洲国」成立の前、この新聞は中国の民生面において日本商品排斥や各地の抗日活動といった「排日」 、 「抗日」情報を頻繁に載せていた。それ以外にも、主に以下の問題に注目していた。事変が日本の孤立を招き、日本の輸出経済に打撃を与えたこと、事変の進行 関する国際連盟
の調査と関係意見の発表、 「満洲国」成立後に日本側が持ち出した「王道楽土」 、 「五族協和」という概念が内地の「満蒙熱」を引き起こし、多くの日本青年が満洲に駆け込んだ現象などである。 『台湾新民報』が一九三二年四月に日刊の発刊許可を得た時に掲載された祝辞の多くは 中国 情報を多数掲載し、もっと公正な中国情報がほしい、との希望を述べている。そして、一九三二年九月の「満洲国独立一周年記念日」後の社説を比較すれば、 『台湾日日新報』における満洲言論と 差異 一目瞭然である。
去年九月十八日の夜半に、満鉄線路で日中の軍隊の衝突が勃発して以降、わずか一年のうちに、満洲、上海の二大事変が起り、満洲国独立の情勢に至った。これは長年の 両国間 情勢による必然的な結果であるが、具体的に 拙速にことを運んだ形跡があり、多少不自然な形 な ている。しかし、形はどうであれ、外の人がどう認識するにせよ 日本が正式に満洲国の独立を承認する時期はここ三四日以内 迫
（中略）

























伝した際、台湾本土の新聞『台湾新民報』とそこに連載された最初の新聞小説は社説と小説 間テクスト性を利用し 彼らの目に映った異なる光景と意味を持つ「満洲事変」を描いた。クローズアップの程度と使った紙面の多寡で区分してみるならば 『争へぬ運命』
184






た。日本の操縦を受けながらも、台湾、朝鮮という二大植民地とは異なる政体が施行された。このよう 準植民地と半国家の間に位置する曖昧な 権 現れたことは、脱亜、興亜と東方文明論の上に膨れ上がった日本帝国主義に、さらに多くの地理的 資源 地域拓殖の想像を与え 。　
満洲事変関係の報道、満洲事変記念日活動は「事変の内在化」を
促進し、台湾人が次第に満洲という知られざる他者へ近づいていった重要な過程である。毎年行われた記念 日 記念の夕、北大営模擬戦、台湾攻撃対応演習などを通じて、満洲事変は外地新聞 報道から島民の年中行事と日常的 身体体験へ 浸透し、日／満／台共通事件となっていった。南方の基地として帝国防衛システムの一

















































































































































36）　「在満兵の慰問、満洲事変 日に 高雄郷軍の企て」 『台湾 日新




書の配布、愛国号の台北上空訪問などの行事が行われた。他に、警備演習、武道大会 射撃大会、軍隊関係功労者表彰、記念演芸、国防献金などを増やした。 「満洲事變三周年、臺北紀念行事、實施記念式慰靈祭演習等、愛国號飛行上空訪問」 （ 『 湾日日新報』 九三四年八月一六日、夕刊第四面 漢文版）を参照。
（
38）　「満洲事變記念日、亙臺湾全土、欲實施灯火管制」 （ 『台湾日日新報』






































































二中学校、金沢・第四高等学校に学び、一九二八年に京都帝国大学経済学部を卒業した。台湾に戻った後、台湾興業信託株式会社社員になり、一九三〇年に淡水信用組合専務理事に抜擢され、一九三六年に専務理事の職務を辞退し、台湾農林株式会社主事を務めた。一九三 年四月 台北帝国大医学院に入学するが、七月中途退学し、廈門特別市政府で実業科長を担当し、廈門至誠会幹事を兼任した。また台北市長呉三連の機密をつかさどる秘書を務め、後 彰化銀行に転職する この作品は著名かつ唯一残されたものである。
（
56）　「糖業が善処すべき、金輸出禁止の対策、過剰糖処分と糖業の基調整
























































「臺湾人唯一之言論機関的困境」 」 、 『六然居存日刊臺湾新民報社説輯録（一九三二─三五） 』 （台南、国立台湾歴史博物館、二〇〇九年一二月） 、デジ
タルＤＶＤ、二─一頁～二─四七頁。以下、六然居ＤＶＤ版と略称。
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75）　「野球の中継（台北） （午後二時 十分） 、台日主催法政対ＣＢ団決勝













































一四─一九三一・一二・一三）と、満洲国の成立、国連による調査が行われた時期に在任した犬養毅内閣（一九三一・一二・一三 九三二・五・二六）については直接言及していないが 時事背景として間接的 触れられている。
（
89）　「承認満洲獨立的現在與將來」 『台湾新民報』一九三二年九月一一日、
六然居ＤＶＤ版、四─五〇～四─五一頁。
（
90）　「聳動世界的立頓報告書」 『台湾新民報』一九三二年一〇月四日、六然
居ＤＶＤ版、四─五八～四─五九頁。
（
91）　「國聯理事會的效果如何」 『台湾新民報』一九三二年一一月二〇日、六
然居ＤＶＤ版、四─八二～四─八三頁
